
透
谷
に
お
け
る
「
啓
蒙
」
　
の
問
題

序

一
八
七
二
　
（
明
治
五
）
年
四
月
、
教
部
省
は
八
二
敬
神
愛
国
ノ
旨
ヲ
体
ス

ベ
キ
コ
ト
　
二
、
天
理
人
道
ヲ
明
ニ
ス
ベ
キ
コ
ト
　
三
、
皇
上
ヲ
奉
戴
シ
朝
旨

ヲ
遵
守
セ
シ
ム
ベ
キ
コ
ト
）
と
い
う
「
三
条
の
教
窟
」
を
布
告
し
た
。
復
古
的

な
反
動
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
く
教
部
省
の
（
キ
リ
ス
ト
教
防
過
政
策
は
天
皇

（1】

支
配
の
正
統
性
浸
透
政
策
と
表
裏
一
体
）
　
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
（
国
民
形
成
の

（2）

た
め
の
ネ
イ
シ
ョ
ソ
ワ
イ
ド
な
一
大
プ
ロ
パ
ガ
ソ
ダ
運
動
）
の
大
教
宣
布
運
動

に
は
、
（
僧
侶
や
神
官
の
み
な
ら
ず
、
河
竹
黙
阿
弥
が
「
芝
居
は
無
学
者
の
早

学
問
」
と
述
べ
た
歌
舞
伎
、
さ
ら
に
ま
た
落
語
、
講
談
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
大
衆

（3）

演
芸
が
動
員
）
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
現
象
は
、
政
府
が

推
進
す
る
上
か
ら
の
「
啓
蒙
」
　
の
強
風
に
靡
い
た
の
で
あ
っ
た
。
各
地
の
道
祖

神
祭
・
孟
蘭
盆
会
な
ど
、
地
域
共
同
体
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
民
俗
信
仰
も

尾

　

西

　

康

　

充

（
猥
雑
・
願
惰
・
浪
費
・
迷
信
で
あ
り
、
近
代
的
民
族
国
家
の
形
成
と
い
う
課

（4）

題
の
た
め
に
は
排
除
）
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
見
供
さ
れ
、
禁
止
さ
れ
た

こ
と
も
、
そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
来
、
「
啓
蒙
」
（
A
u
迂
甘
己
n
g
）
と
い
う
概
念
は
、
（
人
間
が
自
分
の
未
成

年
状
態
か
ら
抜
け
で
る
こ
と
）
、
つ
ま
り
、
（
自
由
）
に
（
理
性
を
公
的
に
使
用

（5）

す
る
こ
と
）
を
可
能
に
す
る
と
い
う
意
味
の
も
の
で
あ
っ
た
（
I
・
カ
ソ
ト
）
。

し
か
し
、
徹
底
さ
れ
た
近
代
合
理
主
義
に
よ
る
、
人
間
の
入
質
を
消
去
し
て
そ

れ
を
機
能
へ
換
節
す
る
偵
向
は
、
合
理
化
さ
れ
た
労
働
様
式
を
つ
う
じ
て
科
学

か
ら
一
般
大
衆
の
経
験
世
界
へ
と
伝
染
し
、
そ
の
世
界
を
ふ
た
た
び
山
椒
魚
の

（6）

世
界
同
然
の
も
の
に
退
化
）
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
も
確
か
な
事
実
で
あ
る
。
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
近
代
社
会
の
病
理
は
、
そ
も
そ
も
「
啓
蒙
」
が
（
支
配
と
自

（7）

己
制
御
の
機
構
）
で
あ
っ
た
と
い
う
内
在
的
問
題
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
。
明

治
期
の
日
本
社
会
に
お
い
て
も
、
伝
染
病
対
策
と
し
て
登
場
す
る
公
衆
衛
生
と
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い
う
「
身
体
の
馴
致
」
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
を
規
格
化
す
る
標
準
語
学

習
と
い
う
「
精
神
の
鋳
型
」
が
人
々
に
強
要
さ
れ
、
公
権
力
に
よ
る
不
可
視
の

（8）

抑
圧
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
啓
蒙
」
の
時
代
に
、
北
村
透
谷
は
『
日
本
文
学
史
骨
』
「
第

三
回
　
変
遷
の
時
代
」
（
「
評
論
」
第
三
号
、
一
八
九
三
〔
明
治
二
六
〕
年
五
月

六
日
）
　
の
な
か
で
、
八
文
字
は
時
代
の
鏡
な
り
、
国
民
の
精
神
の
反
響
な
り
）

と
い
う
基
本
的
認
識
に
従
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
入
ノ
に
述
べ
て
い
る
。

必
克
す
る
に
詩
文
人
は
其
原
索
に
於
て
は
兵
馬
の
人
と
異
な
る
な
き
な
り
、

之
を
詩
人
に
形
り
之
を
兵
士
に
形
る
も
の
は
時
代
の
み
。
国
民
は
常
に
活

動
を
欲
す
る
も
の
な
り
、
国
民
は
常
に
其
の
巨
人
を
造
る
な
り
、
国
民
は

常
に
其
精
神
を
吐
く
も
の
な
り
、
国
民
は
常
に
其
精
神
を
吐
き
て
盛
衰
の

運
を
迎
ふ
る
も
の
な
り
、
精
神
の
枯
る
ゝ
時
、
巨
人
の
隠
る
ゝ
時
、
活
動

の
消
ゆ
る
時
、
国
民
は
既
に
衰
滅
の
徴
を
呈
す
る
も
の
な
り
。
之
を
以
て
、

巨
人
は
必
ら
ず
国
民
の
被
造
者
に
し
て
、
而
し
て
更
に
復
た
国
民
の
造
物

老
た
ら
ず
ん
は
あ
ら
ず
。

（
詩
文
人
）
も
根
本
的
に
は
（
兵
馬
の
人
）
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
主
張
は
、

（
空
の
空
な
る
事
業
）
と
し
て
の
（
純
文
学
）
の
意
義
を
説
い
た
人
生
相
渉
論

争
の
文
脈
に
お
い
て
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
引
用
部
分
で
注
目
す

べ
き
は
、
（
巨
人
）
と
形
容
さ
れ
た
（
詩
人
）
が
（
国
民
の
被
造
老
）
で
あ
り
、

か
つ
（
国
民
の
造
物
者
）
で
も
あ
る
と
い
う
循
環
論
法
で
あ
る
。
（
詩
人
）
は

（
国
民
）
に
よ
っ
て
（
国
民
の
精
神
）
を
託
さ
れ
て
誕
生
す
る
が
、
生
ま
れ
る

や
否
や
、
今
度
は
逆
に
（
国
民
の
精
神
）
を
「
啓
蒙
」
に
よ
っ
て
抗
極
的
に
運

動
・
発
展
さ
せ
て
、
新
し
い
（
国
民
）
を
生
産
す
る
と
い
う
責
務
を
担
う
。
比

喩
的
に
（
国
民
を
率
ひ
て
或
処
に
ま
で
達
せ
ん
と
す
る
的
の
預
言
者
）
と
も
語

ら
れ
る
（
詩
人
）
は
、
西
欧
人
文
主
義
の
「
詩
的
隠
喩
の
社
会
的
啓
発
力
」
を

持
っ
た
「
雄
弁
家
と
し
て
の
詩
人
」
に
繋
が
る
よ
う
な
位
置
付
け
も
な
さ
れ
よ

T
ヱ

ち
ノ
0

だ
が
、
近
代
日
本
の
啓
蒙
思
潮
の
な
か
で
、
（
国
民
の
精
神
）
を
謳
う
透
谷

の
主
張
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
距
離
を
保
ち
得
た
の

（10）

で
あ
ろ
う
か
。
鹿
野
政
直
氏
に
よ
れ
ば
、
上
か
ら
の
「
啓
蒙
」
　
に
強
制
さ
れ
た

臣
民
像
に
抵
抗
す
る
構
想
に
お
い
て
、
明
治
二
十
年
代
の
思
想
界
は
四
種
の
潮

流
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
構
想
は
、
「
平
民
主
義
に

お
け
る
実
学
的
市
民
像
」
（
徳
富
蘇
峰
）
・
「
国
粋
主
義
に
お
け
る
国
民
像
」
（
志

賀
重
昂
、
三
宅
雪
嶺
、
陸
渇
南
）
・
「
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
世
界
市
民
像
」

（
内
村
鑑
三
、
植
村
正
久
、
大
西
祝
）
・
「
体
制
の
拒
絶
者
の
思
想
」
（
北
村
透

谷
・
中
江
兆
民
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
で
は
、
透
谷
の
抵
抗
精
神

が
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
反
面
で
、
無
意
識
の
う
ち
に
ナ
シ
ョ

（〓）

ナ
リ
ズ
ム
に
手
を
貸
し
て
い
る
と
い
う
批
判
（
柄
谷
行
人
氏
）
も
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
正
負
の
側
面
を
捉
え
な
が
ら
、
透
谷
の
「
啓
蒙
」
　
の
意
義
を
問
い
た
だ

し
た
い
。
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透
谷
の
「
啓
蒙
」
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
検
討
の
対
象
と
し
て
取
り
挙
げ

（12）

た
い
の
は
、
詩
人
こ
そ
八
人
煩
を
解
放
す
る
神
々
）
と
論
じ
た
R
・
W
・
エ
マ

ソ
ソ
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

太
田
三
郎
・
笹
淵
友
一
・
福
田
光
治
・
斉
藤
和
明
の
諸
氏
に
よ
る
本
格
的
な
論

（13）

及
が
あ
る
が
、
透
谷
の
退
稿
と
な
っ
た
十
二
文
豪
伝
叢
書
『
エ
マ
ル
ソ
ソ
』

二
八
八
四
　
〔
明
治
二
七
〕
年
四
月
、
民
友
杜
）
　
に
つ
い
て
、
（
明
治
の
中
期

に
、
し
か
も
青
年
透
谷
の
手
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
治
二
十

三
年
刊
の
佐
藤
思
則
訳
『
文
明
論
』
と
と
も
に
、
日
本
に
於
け
る
エ
マ
ス
ソ
研

（14）

究
史
上
大
き
な
意
義
が
あ
る
）
と
い
う
高
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
太
田
・

福
田
の
両
氏
と
も
、
実
際
に
透
谷
が
通
読
し
た
エ
マ
ソ
ソ
の
作
品
を
、
『
自
然
』

（
N
a
t
u
r
e
．
－
∞
U
e
・
『
論
文
集
』
　
二
巻
（
E
s
s
a
y
s
こ
∞
舎
－
監
）
・
『
代
表
的
人

物
』
（
R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
く
e
 
M
e
n
．
－
∞
∽
○
）
・
『
詩
集
』
（
P
O
e
ヨ
S
こ
∞
怠
）
　
と
推

定
し
て
い
る
。

エ
マ
ソ
ソ
は
、
一
八
三
〇
年
代
前
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
社
会
の
急
速
な
転

換
期
、
商
業
資
本
か
ら
産
業
資
本
へ
の
転
化
・
西
部
へ
の
大
規
模
移
住
な
ど
の

変
動
の
時
代
に
あ
っ
て
、
l
・
ロ
ッ
ク
の
経
験
論
の
流
れ
を
汲
む
ユ
ニ
テ
リ
ア

ソ
　
（
u
n
i
t
a
ユ
a
n
s
）
　
へ
の
反
発
か
ら
、
ト
ラ
ソ
セ
ソ
デ
ソ
タ
リ
ズ
ム
　
（
t
r
a
n
s
I

c
e
n
d
e
n
t
a
－
i
s
m
）
　
の
信
仰
を
確
立
し
た
。
十
八
世
紀
中
期
の
ジ
ョ
ナ
サ
ソ
・

エ
ド
ワ
ー
ズ
の
大
覚
醒
運
動
や
独
立
戦
争
以
後
の
啓
蒙
主
義
的
な
雰
囲
気
の
な

か
で
育
っ
た
ユ
ニ
テ
リ
ア
ソ
の
教
義
は
、
三
位
一
体
説
を
否
定
し
、
ピ
ュ
ー
リ

タ
ニ
ズ
ム
の
世
俗
化
を
推
進
す
る
人
道
主
義
的
立
場
か
ら
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
を
神
の
子
と
し
て
で
は
な
く
一
人
の
優
れ
た
人
間
と
し
て
、
救
い
主
と
し
て

で
は
な
く
先
達
と
し
て
認
識
し
た
。
そ
の
よ
う
な
限
定
さ
れ
た
此
岸
的
立
場
に

抗
し
て
、
エ
マ
ソ
ソ
は
、
観
念
論
的
・
ロ
マ
ソ
主
義
的
な
ト
ラ
ソ
セ
ソ
デ
ソ
タ

（15）

リ
ズ
ム
の
立
場
を
標
模
し
て
、
自
己
に
内
在
す
る
神
の
自
覚
に
よ
り
、
人
間
に

（
自
己
信
頼
）
を
狂
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
汎
神
論
的
視
点
か
ら
（
自
然
）
と

の
（
霊
感
）
を
通
し
て
、
（
自
然
は
精
神
の
象
徴
で
あ
る
）
（
『
自
然
』
）
　
と
主
張

（16）

し
た
。
そ
の
思
想
史
的
意
義
は
、
哲
学
上
の
唯
物
論
、
宗
教
上
の
形
式
主
義
、

個
人
道
徳
や
社
会
道
徳
に
お
け
る
功
利
主
義
な
ど
を
排
除
し
、
感
覚
よ
り
霊
性
、

文
辞
よ
り
精
神
、
儀
式
よ
り
信
仰
、
煩
璃
な
営
利
生
活
よ
り
英
雄
的
行
為
や
支

族
的
趣
味
を
称
揚
し
た
点
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

透
谷
が
エ
マ
ソ
ソ
か
ら
受
け
た
影
響
と
し
て
、
ま
ず
指
摘
し
た
い
の
は
、

『
論
文
集
』
所
収
の
「
自
己
信
頼
」
（
S
e
【
T
R
e
F
n
c
e
L
監
－
）
・
「
報
酬
論
」

（
C
O
m
p
e
n
S
a
t
i
O
n
L
監
こ
　
に
基
づ
く
批
判
的
自
己
意
識
の
獲
得
で
あ
る
。

透
谷
の
『
エ
マ
ル
ソ
ソ
』
で
は
、
「
第
三
章
　
報
酬
論
」
・
「
第
四
章
　
自
信
論
」

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
透
谷
に
よ
っ
て
、
「
報
償
論
」
は
ハ
エ
マ

ル
ソ
ソ
の
論
文
中
に
尤
も
深
遠
な
る
哲
理
を
含
め
る
も
の
蓋
し
此
篇
に
過
ぐ
る

は
な
か
ら
む
）
と
、
「
自
信
論
」
　
は
（
実
際
的
宗
教
）
の
側
面
で
ハ
エ
マ
ル
ソ

ソ
の
エ
マ
ル
ソ
ソ
た
る
を
代
表
す
べ
き
老
）
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。
両
請
は

（
深
遠
な
る
哲
理
）
に
対
し
て
（
実
際
的
宗
教
）
と
、
論
の
体
裁
は
異
な
る
も
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の
の
、
（
事
実
の
奥
に
潜
め
る
事
実
）
・
（
虚
幻
の
奥
に
桟
は
れ
る
実
相
）
を
照

射
す
る
点
で
共
通
す
る
性
質
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
心
霊
）

の
知
見
で
あ
る
。
透
谷
は
、
こ
の
点
に
大
い
に
惹
か
れ
た
と
見
え
、
尭
度
も

（
心
霊
）
の
存
在
を
強
調
し
て
、
（
一
切
の
遷
移
、
一
切
の
廻
転
、
一
切
の
生

滅
の
外
に
立
て
る
も
の
、
報
酬
以
外
の
も
の
あ
り
。
心
霊
即
ち
之
な
り
）
（
「
報

酬
論
」
）
、
（
生
命
は
彼
の
心
霊
な
り
。
心
霊
は
彼
の
生
命
な
り
、
生
命
の
外
に

人
生
な
く
、
心
霊
の
外
l
こ
事
実
な
し
）
（
「
自
信
論
」
）
　
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る
。

「
報
償
論
」
の
な
か
で
、
（
キ
リ
ス
ト
教
国
で
は
一
体
何
処
に
キ
リ
ス
ト
者

は
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
）
と
挑
発
的
な
態
度
を
と
る
エ
マ
ソ
ソ
は
、
世
間
的
名

望
を
求
め
て
な
さ
れ
る
一
切
の
慈
善
事
業
の
偽
善
を
暴
く
。
八
日
分
が
生
命
を

感
じ
な
い
世
間
の
慣
習
に
従
っ
て
く
ら
す
弊
害
）
を
徹
底
的
に
批
判
し
た
う
え

で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

人
間
の
精
神
に
は
償
い
如
何
よ
り
も
っ
と
深
い
事
実
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

精
神
そ
れ
自
体
の
本
質
で
あ
る
。
精
神
は
供
い
で
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
生
命
で
あ
る
。
精
神
は
実
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
「
報
依
論
」
）

人
間
精
神
の
神
霊
に
対
す
る
関
係
は
ま
っ
た
く
純
粋
で
あ
る
た
め
に
、
そ

の
間
に
補
佐
す
る
も
の
を
置
く
こ
と
は
神
の
冒
涜
で
あ
る
。（

「
自
己
信
頼
」
）

（
1
7
Y

通
俗
道
徳
に
対
す
る
エ
マ
ソ
ソ
の
痛
罵
は
、
佐
藤
泰
正
氏
が
指
摘
す
る
キ
リ

ス
ト
者
と
し
て
の
透
谷
の
（
現
実
に
深
く
か
か
わ
る
熱
い
「
濃
情
」
と
、
そ
の

故
の
現
実
変
革
へ
の
「
沈
痛
な
る
批
判
」
を
こ
そ
宗
教
の
主
義
）
と
し
（
真
に

時
代
の
一
切
を
相
対
化
し
う
る
視
点
）
を
以
て
（
時
代
の
思
想
、
文
化
、
情
況

の
病
弊
を
鋭
く
衝
き
え
た
）
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
互
い
に
批
判

的
自
己
意
識
に
お
い
て
共
鳴
し
あ
う
の
で
あ
る
。

だ
が
、
異
質
な
の
は
、
両
者
の
自
己
革
新
・
超
越
の
在
り
方
で
あ
る
。
エ
マ

ソ
ソ
は
、
（
私
は
神
の
一
部
で
あ
る
）
（
『
自
然
』
）
　
と
い
う
確
信
か
ら
、
八
日
分

自
身
を
信
ず
る
こ
と
だ
。
こ
の
鉄
紋
の
ひ
び
き
が
あ
っ
て
こ
そ
万
人
の
胸
は
打

ち
お
の
の
く
の
だ
）
と
述
べ
、
八
日
分
以
外
に
自
分
に
平
和
を
も
た
ら
す
も
の

は
な
い
。
節
操
の
勝
利
以
外
に
自
分
に
平
和
を
も
た
ら
す
も
の
は
な
い
）
と
結

（18）

論
す
る
。
日
常
の
一
刻
一
刻
を
自
己
変
革
・
超
越
の
段
階
と
受
け
と
め
な
が
ら
、

生
活
す
る
こ
と
が
個
人
の
目
標
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
絶
対
的
な

（
自
己
信
頼
）
は
、
エ
マ
ソ
ソ
の
本
領
な
の
で
あ
る
が
、
透
谷
は
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
受
け
と
め
た
か
。
（
極
め
て
拙
劣
な
る
生
涯
の
中
に
尤
も
高
大
な
る
事

（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野

菜
を
含
む
こ
と
あ
り
）
・
（
幸
福
な
る
生
涯
に
は
、
熱
意
な
る
老
少
な
し
）
と

考
え
る
透
谷
が
エ
マ
ソ
ソ
に
つ
い
て
（
彼
は
幸
福
な
る
者
の
中
の
幸
福
な
る
老

な
り
）
と
言
及
す
る
時
、
そ
こ
に
は
随
分
、
温
度
差
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
（
熱
意
）
が
発
見
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

斉
藤
和
明
氏
は
（
透
谷
の
思
索
は
、
エ
マ
ソ
ソ
の
思
想
に
、
『
エ
マ
ル
ソ
ソ
』

の
結
語
の
堂
堂
た
る
エ
マ
ソ
ソ
賛
美
に
見
え
る
よ
う
に
同
化
し
て
い
る
ほ
ど
な

の
に
、
な
ぜ
エ
マ
ソ
ソ
の
自
然
に
従
順
に
な
れ
ず
、
「
自
信
」
を
、
そ
し
て
希
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（21）

望
を
持
て
な
か
っ
た
の
か
）
と
疑
義
を
表
明
し
て
い
る
。

『
厭
世
詩
家
と
女
性
』
下
（
「
女
学
雑
誌
」
第
三
〇
五
号
、
一
八
九
二
　
〔
明

治
二
五
〕
年
二
月
二
十
日
）
　
の
な
か
で
エ
マ
ソ
ソ
に
言
及
し
て
以
来
、
透
谷
は
、

エ
マ
ソ
ソ
的
（
心
霊
）
を
手
が
か
り
に
、
禅
的
頓
悟
・
ク
ェ
ー
カ
ー
的
神
秘
な

（2）

ど
の
要
素
を
混
入
さ
せ
な
が
ら
、
唯
心
論
的
視
点
で
自
己
革
新
・
超
越
の
在
り

方
を
追
求
し
続
け
て
い
る
。
具
体
的
な
作
品
と
し
て
、
『
各
人
心
宮
内
の
秘
宮
』

（
「
平
和
」
第
六
号
、
九
月
十
五
日
）
・
『
心
機
妙
変
を
論
ず
』
（
「
女
学
雑
誌
」

甲
巻
第
三
二
八
号
、
九
月
二
四
日
）
・
『
内
部
生
命
論
』
（
「
文
学
界
」
第
五
号
、

一
八
九
三
年
五
月
三
一
日
）
　
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
に
通
底
す

〕埠〔

る
主
項
は
、
自
己
革
新
・
超
越
の
方
法
の
探
究
と
い
え
よ
う
。
野
山
嘉
正
氏
は
、

『
厭
世
詩
家
と
女
性
』
か
ら
『
内
部
生
命
論
』
　
へ
の
間
に
生
じ
た
世
界
像
の
転

倒
、
つ
ま
り
、
（
我
が
自
ら
造
れ
る
天
地
）
と
い
う
（
想
世
界
）
か
ら
（
人
間

の
自
造
的
の
も
の
な
ら
ざ
る
）
（
内
部
生
命
）
　
へ
と
転
倒
し
た
経
緯
に
、
透
谷

の
問
題
が
集
中
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
内
部
矛
盾
を
学
ん
だ

（
「
内
部
生
命
論
」
　
に
お
い
て
、
透
谷
は
本
質
的
に
終
結
点
に
達
し
た
）
と
述

べ
、
そ
の
限
界
が
見
極
め
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
（
終
結
点
）
に
至

る
道
行
き
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
一
方
で
明
確
化
さ
れ
た
概
念
、
す
な
わ

ち
、
『
国
民
と
思
想
』
（
「
評
論
」
第
八
号
、
一
八
九
三
年
七
月
一
五
日
）
　
に
お

け
る
へ
国
民
の
一
致
的
活
動
）
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
注
視
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
「
個
」
　
の
自
覚
を
説
き
な
が
ら
「
国
民
」
形
成
の
役
割

を
積
極
的
に
担
っ
た
明
治
期
「
啓
蒙
」
　
の
潮
流
と
の
分
水
杭
を
確
認
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

二

透
谷
の
『
エ
マ
ル
ソ
ソ
』
に
お
け
る
「
報
酬
論
」
　
の
章
は
、
（
報
酬
論
は
故

中
村
敬
宇
先
生
の
愛
読
せ
し
一
文
な
り
と
聞
く
）
と
い
う
言
葉
で
書
き
出
さ
れ

て
い
る
。
中
村
敬
字
は
、
幕
府
派
遣
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
、
静

岡
学
問
所
一
等
教
授
を
勤
め
る
間
、
布
教
の
た
め
に
来
日
し
て
い
た
E
・
W
・

ク
ラ
ー
ク
と
交
際
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
理
解
を
示
す
よ
う
に

な
っ
た
二
八
七
一
〔
明
治
四
〕
年
頃
、
四
十
歳
）
。
そ
れ
が
素
地
と
な
っ
て
、

後
年
の
『
杷
憂
ヲ
誤
ル
勿
レ
』
（
「
東
京
学
士
会
員
雑
誌
」
第
八
編
第
五
冊
、
一

八
八
六
　
〔
明
治
十
九
〕
年
六
月
十
二
日
）
・
『
漢
学
不
可
廃
論
』
（
第
九
編
第
四

冊
、
一
八
八
七
〔
明
治
二
十
〕
年
五
月
八
日
）
　
な
ど
の
著
作
で
も
、
敬
字
は

（加）

（
学
術
益
々
進
歩
ス
ル
ニ
従
ヒ
教
法
ノ
真
理
モ
亦
益
々
証
明
セ
ラ
レ
ル
1
）
も

の
と
キ
リ
ス
ト
教
に
肯
定
的
な
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。
一
八
八
八
　
〔
明
治
二

一
〕
年
九
月
九
日
、
東
京
学
士
会
院
で
エ
マ
ソ
ソ
『
報
放
論
』
に
つ
い
て
の
講

演
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
を
編
集
し
た
も
の
が
小
冊
子
と
し
て
私
刊
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
講
演
の
な
か
で
、
敬
字
は
エ
マ
ソ
ソ
と
の
出
会
い
を
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
感
動
的
に
語
っ
て
い
る
。

特
二
斯
世
ノ
ミ
ニ
テ
見
ラ
ル
ベ
キ
善
悪
ノ
報
償
ヲ
宇
宙
問
ノ
実
証
ヲ
挙
ゲ

テ
、
着
実
二
之
ヲ
論
ジ
タ
ル
老
ヲ
求
メ
タ
ル
こ
、
亜
米
利
加
入
エ
メ
ル
ソ

ソ
氏
ノ
報
償
論
ヲ
得
ク
リ
、
ソ
ノ
自
ラ
称
シ
テ
、
暗
夜
ノ
星
光
人
ヲ
シ
テ
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路
程
二
迷
ハ
シ
メ
ズ
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
決
シ
テ
誇
言
二
非
ル
ナ
リ

さ
ら
に
、
繰
り
返
し
（
暗
夜
二
曲
径
ヲ
行
ク
時
一
倍
ノ
星
光
ヲ
得
タ
ル
ガ
如

ク
）
と
、
そ
の
思
想
が
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
社
会
生
活
の
苦
難
の
な
か
で
、
一

条
の
神
の
光
を
発
見
し
た
時
の
敬
芋
の
喜
び
は
、
（
敗
余
の
一
兵
卒
）
で
あ
っ

た
透
谷
が
、
石
坂
ミ
ナ
を
通
じ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
出
会
っ
た
時
の
歓
喜
と
共
通

す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
志
向
は
聖
書
の
言
葉
に
戻
っ
て
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
（
試
練
を
耐
え
忍
ぶ
人
は
、
さ
い
わ
い
で
あ
る
。
そ
れ
を

忍
び
と
お
し
た
な
ら
、
神
を
愛
す
る
老
た
ち
に
約
束
さ
れ
た
い
の
ち
の
冠
を
受

云
）

け
る
で
あ
ろ
う
）
（
「
ヤ
コ
ブ
の
手
紙
」
第
二
牢
第
一
二
節
）
と
い
う
言
葉
に
見

ら
れ
る
、
試
練
こ
そ
が
幸
福
で
あ
る
と
い
う
価
値
の
逆
転
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の

生
命
が
脈
打
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
信
徒
の
倫
理
主
義
に
、
す
な
わ
ち
、
（
封
建

的
＝
日
本
的
な
倫
理
に
対
す
る
批
判
反
撃
の
叫
び
で
あ
り
、
近
代
日
本
の
倫
理

云
）

的
基
礎
基
盤
確
立
の
戸
）
に
転
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
敬
字
が
八
人
ハ
神
ヨ
リ
発
射
ス
ル

所
ノ
光
ナ
リ
、
斯
世
ノ
精
神
ハ
、
人
二
存
ス
）
と
い
う
言
葉
に
続
け
て
、
（
今

日
眼
前
ノ
行
為
コ
ソ
最
要
ノ
務
ナ
レ
）
と
い
う
表
現
を
付
加
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
世
俗
的
禁
欲
を
通
し
て
、
現
世
の
成
功
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
論
の
結
び
に
人
中
花
未
達
レ
変
而
為
二
巨
大
之
樹
一
）
と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
敬
字
は
終
始
（
禍
変
成
福
）
の
よ
う
な
世
俗

的
意
味
に
お
い
て
、
エ
マ
ソ
ソ
を
理
解
し
て
い
た
。
敬
字
は
、
ス
マ
イ
ル
ズ
の

『
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
』
を
訳
述
し
た
際
に
も
、
伝
統
的
儒
教
思
想
の
地
平
で
そ

九
を
解
釈
し
た
た
め
に
、
「
i
n
d
i
く
i
d
u
a
こ
・
「
i
n
d
u
s
t
r
y
」
　
の
意
味
を
基
本

（
竺

的
に
理
解
し
得
ず
、
人
格
形
成
の
理
念
を
欠
い
た
立
身
出
世
主
義
を
推
進
す
る

結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
典
型
的
な
事
例
は
、
明
六
社
同
人
と
し
て
の
敬
字

の
、
さ
ら
に
（
蘇
峰
愛
山
的
発
想
の
特
質
は
、
「
天
地
自
然
」
と
「
社
会
」
と

（組｝

を
見
分
け
る
契
機
が
な
い
）
と
指
摘
さ
れ
る
民
友
社
同
人
の
「
啓
蒙
」
　
の
限
界

を
も
指
し
示
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
エ
マ
ソ
ソ
の
誤
読
な
の
で
は
な

く
て
、
一
八
四
〇
年
代
に
お
け
る
エ
マ
ソ
ソ
の
後
期
思
想
、
八
神
）
．
が
（
自
然
）

（
竺

に
で
は
な
く
社
会
に
内
在
す
る
と
思
想
的
転
向
を
遂
げ
た
事
態
を
考
え
れ
ば
、

む
し
ろ
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
正
し
い
解
釈
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
反
啓
豪
主
義
の
視
角
か
ら
、
よ
り
深
く
読
み
込
め
ば
、
そ
の
よ
う
な

無
節
操
さ
を
近
代
的
「
啓
蒙
」
　
の
根
本
的
性
質
と
呼
ぶ
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

な
ぜ
な
ら
、
「
神
の
世
俗
化
」
を
徹
底
し
た
近
代
「
啓
蒙
」
は
、
（
調
和
と
完
成

の
理
念
を
宗
教
的
彼
岸
に
お
け
る
そ
の
実
体
化
か
ら
解
放
し
、
そ
れ
を
体
系
形

式
の
下
で
の
人
間
の
努
力
に
対
し
て
基
準
と
し
て
与
え
た
）
が
、
そ
の
過
程
で

（
機
能
化
）
し
て
内
実
を
失
っ
た
（
理
性
は
、
目
的
を
欠
い
た
、
そ
れ
故
に
ま

品
）

さ
し
く
あ
ら
ゆ
る
目
的
に
結
び
つ
く
合
口
口
的
性
に
な
っ
た
）
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
透
谷
が
『
エ
マ
ル
ソ
ソ
』
で
論
じ
た
「
啓
蒙
」
は
、
ど
う

か
。
透
谷
は
入
渠
天
主
義
）
と
エ
マ
ソ
ソ
の
思
想
を
評
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

（
宇
宙
は
事
実
の
堆
積
に
あ
ら
ず
し
て
、
「
心
」
の
実
在
な
り
。
こ
の
実
在
の

「
心
」
、
こ
の
不
退
転
の
霊
、
之
れ
即
ち
エ
マ
ル
ソ
ソ
の
楽
天
主
義
の
本
源
な

り
）
と
い
う
分
析
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
（
彼
は
「
自
然
」
を
他
の
哲
学
者
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が
見
る
如
く
畏
る
べ
き
者
と
思
は
ざ
る
な
り
）
と
し
て
エ
マ
ソ
ソ
が
人
心
）
・

（
自
然
）
・
八
神
）
を
内
在
的
連
関
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
を
透
谷
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。

彼
は
一
切
の
事
情
を
以
て
、
一
切
の
「
自
然
」
を
以
て
、
一
切
色
界
の
現

象
を
以
て
、
無
限
の
心
霊
の
反
映
と
認
め
た
り
。
之
を
以
て
、
彼
の
前
に

狂
乱
吼
ゆ
る
と
も
、
彼
の
後
に
懸
崖
倒
る
1
と
も
、
彼
は
之
を
以
て
畏
怖

す
べ
き
者
と
恩
は
ざ
る
な
り
。
無
常
流
転
は
彼
れ
之
を
知
れ
り
、
生
死
遼

減
は
彼
れ
之
を
知
れ
り
、
然
れ
ど
も
彼
は
之
を
表
面
の
小
波
動
と
し
て
知

れ
り
、
彼
は
万
物
の
奥
に
不
退
転
の
霊
あ
る
を
認
め
て
之
を
信
じ
て
動
か

ず
。

ト
ラ
ソ
セ
ソ
デ
ソ
タ
リ
ズ
ム
に
拠
る
エ
マ
ソ
ソ
に
と
っ
て
、
「
主
体
と
し
て

の
自
然
」
（
能
産
的
自
然
＝
n
a
t
u
r
a
n
a
t
u
r
a
n
S
）
に
よ
り
「
イ
デ
ア
と
し
て

の
自
然
」
が
「
想
起
」
（
冒
a
m
n
m
玖
S
）
さ
れ
、
「
客
体
と
し
て
の
自
然
」
（
所

産
的
自
然
＝
n
a
t
u
r
a
n
a
t
u
r
a
t
a
）
が
産
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
自
明
の
こ
と
で

（
3
1
）

あ
っ
た
。
自
然
＝
精
神
の
同
一
哲
学
と
呼
ん
で
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
人

（
詑
）

生
相
渉
論
争
に
お
い
て
、
透
谷
は
や
や
異
な
っ
た
立
場
を
表
明
し
て
い
た
。

『
人
生
に
相
捗
る
と
は
何
の
謂
ぞ
』
（
「
文
学
界
」
第
二
号
、
一
八
九
三
年
二
月

二
八
日
）
に
お
い
て
、
F
・
シ
ラ
．1
美
学
が
援
用
さ
れ
な
が
ら
、
畏
怖
す
べ
き

（
「
力
」
と
し
て
の
自
然
）
の
認
識
を
起
点
と
す
る
「
崇
高
」
概
念
が
把
捉
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
人
生
相
渉
論
争
の
歪
要
な
争
点
で
も
あ
っ
た
「
崇
高
」

概
念
と
は
、
（
「
力
」
と
し
て
の
自
然
）
に
緊
縛
さ
れ
た
感
性
的
自
己
存
在
か
ら
、

理
性
に
よ
る
自
由
意
志
を
以
て
意
識
的
に
超
越
す
る
方
法
で
あ
り
、
苦
痛
を
通

l岨n

し
て
得
ら
れ
る
快
感
情
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
「
啓
蒙
」
　
の
根
本
意
義
を
「
内

な
る
自
然
」
の
発
見
（
と
と
も
に
そ
の
抑
圧
）
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
し
か
し
、
反
啓
蒙
主
義
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
は
、
お
よ
そ
（
人

間
の
内
な
る
自
然
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
な
る
自
然
を
支
配
す
る
と

い
う
目
的
ば
か
り
か
、
自
ら
の
生
の
目
的
す
ら
混
乱
し
見
通
せ
な
く
な
っ
て
し

じ
汀
乃

ま
う
）
事
態
を
生
起
さ
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
（
人
間
の
自
己
の
根
拠
を
な
し
て

い
る
、
人
間
の
自
分
自
身
に
対
す
る
支
配
は
、
可
能
性
と
し
て
は
つ
ね
に
、
人

玉
）

間
の
自
己
支
配
が
そ
の
も
の
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
当
の
主
体
の
抹
殺
）
と
い

う
逆
説
的
状
況
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
重
要
な
こ
と
に
、
透
谷
は
「
自
然
」
を
、
（
詩
人
）
に
よ
っ
て
解
放

さ
れ
る
（
美
妙
な
る
自
然
）
と
し
て
救
済
し
た
こ
と
で
、
そ
の
危
機
的
状
況
を

回
避
し
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
透
谷
が
着
想
を
得
た
F
・
シ
ラ
ー
の
術
語
は
元
々
、

（
美
的
仮
象
）
（
訝
t
h
e
t
i
s
c
h
e
 
s
c
h
e
i
n
）
　
だ
っ
た
の
を
、
透
谷
は
あ
え
て

（
美
妙
な
る
自
然
）
と
し
、
理
念
と
し
て
の
「
自
然
」
を
強
調
し
て
い
る
。
平

玉
）

岡
敏
夫
氏
に
よ
っ
て
、
（
「
『
力
』
と
し
て
の
自
然
」
　
へ
の
抵
抗
に
よ
り
、
「
活
路
」

と
し
て
開
か
れ
て
く
る
「
大
自
在
の
霊
世
界
」
「
美
妙
な
る
自
然
」
・
の
世
界
こ

そ
透
谷
の
も
の
で
あ
る
）
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
透
谷

の
独
創
の
核
心
部
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
精
神
的
抵
抗
の
契
機

を
折
り
込
ん
だ
透
谷
の
「
自
然
」
概
念
は
、
「
啓
蒙
」
の
地
平
を
更
新
す
る
潜

在
力
を
学
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
「
啓
蒙
」
一
般
に
比
し
て
、
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透
谷
の
「
啓
蒙
」
は
、
人
間
に
と
っ
て
必
要
な
理
念
と
し
て
の
「
自
然
」
を
救

出
で
き
る
可
能
性
を
残
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

結

『
人
生
に
相
捗
る
と
は
何
の
謂
ぞ
』
に
お
い
て
示
さ
れ
た
透
谷
の
自
己
革
新
・

超
越
の
方
法
に
は
、
大
き
な
可
能
性
が
存
し
て
い
た
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、

そ
れ
が
十
分
に
発
展
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
透
谷
の
「
自
然
」
概
念

は
、
『
内
部
生
命
論
』
の
中
断
直
前
の
部
分
に
顕
著
で
あ
る
が
、
普
遍
的
真
理

（訂）

が
個
々
の
現
象
の
な
か
に
具
体
化
さ
れ
て
内
在
す
る
と
い
う
現
象
即
実
在
論
に

変
容
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
（
（
造
化
万
物
何
れ
か
極
致
な
き
も
の
あ
ら
ん
や
）
）
。

そ
れ
は
「
自
然
」
の
な
か
に
現
象
と
実
在
と
が
内
在
す
る
と
い
う
論
理
を
採
る

【測）

（
近
代
自
然
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
の
圏
域
へ
の
墜
落
の
危
険
を
学
ん
だ
も
の
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
有
限
な
自
己
存
在
の
認
識
に
よ
っ
て
起
動
さ
れ
る
「
崇
高
」

（討）

感
は
、
本
来
、
支
配
的
に
（
圧
倒
す
る
力
に
対
す
る
精
神
の
抵
抗
）
と
な
る
は

ず
で
あ
る
。

も
し
、
「
崇
高
」
　
の
主
張
が
自
己
の
文
化
を
実
体
化
し
、
そ
の
支
配
的
勢
力

（㊥）

の
正
当
性
を
唱
え
る
（
文
化
信
仰
的
な
立
場
）
に
拠
っ
て
な
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、

（判）

そ
れ
は
（
卑
し
い
感
情
、
空
威
張
り
す
る
感
情
、
下
ら
ぬ
感
情
）
に
よ
る
（
体

石
）

制
に
よ
る
支
配
の
弁
護
）
に
転
じ
て
し
ま
う
。
（
崇
高
と
滑
稽
と
は
紙
一
重
の

石
）

差
）
に
な
る
の
で
あ
る
。
（
市
民
芸
術
が
崇
高
な
も
の
へ
手
を
差
し
伸
べ
、
崇

高
な
も
の
と
な
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
自
身
に
到
達
し
た
と
き
す
で

に
、
市
民
芸
術
に
は
、
崇
高
に
よ
る
自
己
自
身
の
否
定
を
目
指
す
運
動
が
書
き

石
）

こ
ま
れ
て
い
た
）
と
指
摘
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
は
、
明
治

三
十
年
代
の
高
山
樗
牛
の
国
民
文
化
論
に
も
通
じ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
『
内
部
生
命
論
』
で
さ
ら
に
書
き
加
え
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
「
自
然
」
と
「
国
民
国
家
」
と
の
関
係
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
そ
れ
が
批
判
的
に
記
述
さ
れ
な
い
以
上
、
（
詩
人
豊
に
所
謂
国
民
的
な

る
狭
少
な
る
偏
見
の
中
に
の
み
限
ら
れ
ん
や
、
然
れ
ど
も
事
実
に
於
て
詩
人
も

亦
た
愛
国
家
な
り
）
と
い
う
二
律
背
反
の
論
理
を
用
い
な
が
ら
も
、
（
心
性
の

上
）
で
の
（
国
民
の
一
致
的
活
動
）
を
待
望
す
る
透
谷
の
主
張
は
、
「
想
像
の

（帖）

共
同
体
」
を
理
論
装
置
と
す
る
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
屈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

透
谷
の
（
国
民
）
は
実
体
で
は
な
く
欠
如
燈
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
陥
罪
か
ら
逃
れ
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
実
は
そ
う
簡
単
に
問
題
は
処
理
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
近
代

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
は
、
「
国
民
」
は
想
像
上
の
共
同
体
と
し
て
、
実
体
の
欠

如
感
で
捉
え
ら
れ
る
の
が
そ
の
策
略
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
策
略
を
く
ぐ
り
抜
け
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ

る
の
か
。
そ
れ
を
中
江
兆
民
の
（
新
民
）
主
義
の
方
法
に
求
め
て
、
論
を
閉
じ

（
竺

る
こ
と
に
し
た
い
。
山
田
洗
氏
に
よ
れ
ば
、
兆
民
の
思
想
的
特
質
は
「
国
家
の

倫
理
的
存
在
根
拠
」
・
「
国
家
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
個
人
的
行
為
の
倫
理
的
正

当
性
の
根
拠
」
を
諮
っ
た
点
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
と
く
に
注
目
し
た
い
の

は
、
人
間
集
団
を
積
分
化
し
て
、
よ
り
大
き
な
概
念
枠
で
そ
れ
を
捉
え
る
の
で
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は
な
く
、
逆
に
微
分
化
し
て
、
よ
り
小
さ
な
概
念
枠
を
示
し
な
が
ら
、
問
題
提

起
を
お
こ
な
う
発
想
で
あ
る
。
大
阪
府
下
渡
辺
村
の
大
円
居
士
の
寄
せ
書
き
と

い
う
形
式
の
『
新
民
社
会
』
上
下
（
「
東
雲
新
開
」
　
二
一
、
三
一
号
、
一
八
八

八
年
二
月
十
四
、
二
五
日
）
　
で
は
、
建
前
で
し
か
な
い
四
民
平
等
の
（
平
民
社

会
）
の
な
か
で
、
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
差
別
を
指
弾
す
る
た
め
に
、
差
異

を
明
示
す
る
入
所
民
）
と
い
う
言
葉
を
批
判
的
に
用
い
て
い
る
。

公
等
看
ず
や
、
明
治
の
今
代
第
十
九
世
紀
の
今
日
は
地
球
上
到
る
処
皆
新

民
な
ら
ざ
る
美
し
、
至
る
処
卑
屈
の
旧
殻
郷
脱
す
る
こ
と
を
求
め
ざ
る
美

し
、
公
等
猶
は
平
民
の
称
号
を
足
れ
り
と
し
、
自
ら
区
域
を
狭
め
自
ら
限

界
を
低
く
し
、
早
く
己
に
一
新
し
た
る
我
輩
を
軽
侮
し
て
我
と
我
れ
か
ら

旧
染
の
汚
れ
を
曝
け
出
し
て
自
ら
恥
ざ
る
と
は
近
頃
笑
止
の
極
な
る
哉

こ
の
よ
う
な
兆
民
の
視
座
か
ら
見
れ
ば
、
透
谷
最
晩
期
の
「
崇
高
」
概
念
を

核
心
に
据
え
た
「
啓
蒙
」
は
、
一
面
に
お
い
て
、
人
間
に
と
っ
て
必
要
な
理
念

と
し
て
の
「
自
然
」
救
出
す
る
可
能
性
を
持
ち
な
が
ら
、
他
面
で
、
（
国
民
）

と
い
う
包
括
的
概
念
を
持
ち
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
社
会
の

深
層
に
内
在
化
し
て
行
く
問
題
を
隠
蔽
し
て
し
ま
う
危
険
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
「
個
」
と
「
自
然
」
と
「
国
民
国
家
」
と
を
連
続
す

る
も
の
と
し
て
捉
え
る
ロ
マ
ソ
主
義
文
学
の
功
罪
を
も
示
し
て
い
る
。
そ
れ
を

食
い
止
め
る
の
は
、
兆
民
の
よ
う
な
微
視
的
な
問
題
意
識
で
あ
る
。
確
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
配
祝
に
こ
そ
、
「
純
文

学
」
の
本
来
的
役
割
が
託
さ
れ
て
い
る
と
い
う
真
理
で
あ
ろ
う
。

注
、
論
文
中
の
引
用
で
、
注
の
な
い
も
の
は
『
明
治
文
学
全
集
』
（
築
摩
書
房
）

か
ら
お
こ
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。

（
1
）
宮
地
正
人
「
国
家
神
道
形
成
過
程
の
問
題
点
」
（
『
日
本
近
代
思
想
大
系
』
第
五

巻
、
一
九
八
八
年
九
月
、
五
八
〇
頁
）

（
2
）
山
室
信
一
『
近
代
日
本
の
知
と
政
治
－
井
上
毅
か
ら
大
衆
演
芸
ま
で
－
』
（
一

九
八
五
年
五
月
、
木
鐸
社
、
一
五
八
頁
）

（
3
）
同
右
容
、
一
五
九
頁

（
4
）
安
九
良
夫
「
近
代
転
換
期
に
お
け
る
宗
教
と
国
家
」
、
（
1
）
と
同
書
、
五
四
一

頁

（
5
）
　
『
啓
宗
と
は
何
か
』
（
F
h
P
P
コ
u
e
－
K
P
コ
t
S
‥
ロ
崇
5
t
W
O
ユ
u
n
g
d
e
r
F
r
a
g
e
‥
W
a
s

i
s
t
 
A
u
f
k
H
腎
u
n
g
．
同
r
n
s
t
 
C
a
s
s
i
r
e
r
‥
：
m
日
昌
ロ
u
e
－
K
P
ロ
t
S
 
W
e
r
k
e
．
－
O

B
d
e
．
－
巴
N
－
G
N
こ
（
篠
田
英
雄
訳
、
一
九
七
四
年
六
月
、
岩
波
容
店
、
七

～
十
頁
）

（
6
）
　
T
・
W
ア
ド
ル
ノ
、
M
・
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
（
M
a
x

H
O
r
k
h
e
i
m
e
r
 
a
n
d
 
T
h
e
O
d
O
r
 
W
．
A
d
O
r
n
O
‖
D
i
a
訂
k
t
i
k
 
d
e
r
 
A
u
P
l
匹
コ
h

n
g
‥
夢
i
F
s
O
p
h
i
s
註
e
F
r
む
匂
ロ
e
n
t
こ
澄
↓
．
の
u
e
已
○
ノ
訂
r
－
品
I
と
ロ
S
t
e
r
d
e
ロ
）

（
徳
永
拘
訳
、
一
九
九
〇
年
二
月
、
岩
波
書
店
、
四
七
頁
）

（
7
）
　
同
右

（
8
）
成
田
龍
一
「
帝
都
東
京
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
通
史
』
第
十
六
巻
、
一
九
九
四

年
一
月
、
一
七
七
～
二
一
四
頁
）
参
照

（
9
）
斉
藤
稔
「
西
欧
人
文
主
義
の
基
礎
と
芸
術
」
（
山
本
正
男
編
『
芸
術
と
社
会
』
、

一
九
八
七
年
十
二
月
、
玉
川
大
学
出
版
部
、
八
九
～
一
二
三
頁
）
　
参
照

（
1
0
）
　
『
近
代
日
本
思
想
史
大
系
』
第
三
巻
二
九
七
一
年
二
月
、
有
斐
閣
、
二
四
〇

～
三
〇
一
貫
）

（
1
1
）
　
「
明
治
批
評
の
諸
問
題
」
（
「
批
評
空
間
」
第
一
号
、
一
九
九
一
年
四
月
、
福
武

容
店
、
三
九
頁
）

43



（
1
2
）
　
『
詩
人
』
（
T
h
e
 
P
O
e
t
 
i
n
 
E
s
s
a
y
s
‥
S
e
c
O
n
d
 
S
e
r
i
e
s
こ
盟
と
（
T
h
e

n
O
ロ
e
c
t
e
d
W
O
r
k
s
 
O
f
R
巴
p
h
W
巴
d
O
E
m
e
a
0
コ
す
b
旨
e
d
R
・
F
e
r
望
S
O
n

T
h
e
B
e
－
k
n
a
p
P
r
e
s
s
 
O
f
H
a
コ
a
r
d
U
n
i
く
e
r
S
i
t
y
．
－
害
こ
（
冒
マ
ソ
ソ
選

集
』
第
五
巻
、
斉
藤
光
訳
、
一
九
七
一
年
十
月
、
日
本
教
文
社
、
四
八
頁
）
か
ら

引
用
し
た
。
以
下
、
エ
マ
ソ
ソ
の
引
用
は
『
エ
マ
ソ
ソ
選
集
』
に
こ
拠
る
。

（
曇
太
田
三
郎
「
エ
マ
ソ
ソ
の
先
験
思
想
と
透
谷
」
（
「
文
学
」
、
一
九
五
一
年
三
月
）
、

笹
淵
友
一
『
「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代
』
二
九
五
九
年
一
月
、
明
治
苗
院
）
、
福

田
光
治
「
北
村
透
谷
の
『
エ
マ
ル
ソ
ソ
』
」
（
「
英
米
文
学
」
第
二
一
号
、
一
九
六

〇
年
）
、
斉
藤
和
明
「
冒
マ
ル
ソ
ソ
』
と
透
谷
」
（
『
透
谷
と
近
代
日
本
』
所
収
、

一
九
九
四
年
五
月
）

（
1
4
）
福
田
氏
、
前
掲
論
文
、
三
八
～
三
九
頁

（
描
ご
　
「
ト
ラ
ソ
セ
ソ
デ
ソ
タ
リ
ズ
ム
」
（
超
絶
主
義
）
と
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の

よ
う
な
思
想
体
系
で
は
な
く
、
合
理
主
義
、
ロ
ッ
ク
の
懐
疑
主
義
、
ユ
ニ
タ
リ
ア

ニ
ズ
ム
、
物
質
主
義
な
ど
へ
の
反
動
と
し
て
、
個
人
の
尊
厳
と
楕
神
の
優
位
を
主

張
し
て
各
人
が
と
っ
た
、
観
念
論
的
・
ロ
マ
ソ
主
義
的
態
度
の
総
称
的
な
呼
び
名

で
あ
る
（
松
山
信
直
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
ト
ラ
ソ
セ
ソ
デ
ソ
タ
リ
ズ
ム
」
、

岩
山
太
次
郎
紹
『
ア
メ
リ
カ
文
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
所
収
、
一
九
八
七
年
二

月
、
世
界
思
想
社
、
四
六
頁
）
。

（
用
）
　
『
哲
学
事
典
』
二
九
七
一
年
四
月
、
平
凡
社
、
〓
ハ
七
頁
）
参
照

（
望
　
「
透
谷
と
キ
リ
ス
ト
教
－
評
論
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
一
試
論
－
」
（
「
日
本
近

代
文
学
」
第
七
集
、
一
九
六
七
年
十
一
月
、
二
五
頁
）

（
1
8
）
エ
マ
ソ
ソ
「
自
己
信
頼
」
（
『
エ
マ
ソ
ソ
選
集
』
第
二
巻
、
七
九
頁
）

（
1
9
）
　
『
人
生
に
相
捗
る
と
は
何
の
謂
ぞ
』
（
「
文
学
界
」
第
二
号
、
一
八
九
三
年
二
月
二

八
日
）

（
空
　
『
熱
意
』
（
「
評
論
」
第
六
号
、
一
八
九
三
年
六
月
十
七
日
）

（
2
1
）
斉
藤
氏
、
前
掲
論
文
、
二
三
二
頁

（
詑
）
関
療
氏
が
「
北
村
透
谷
の
軌
跡
－
『
秘
官
』
と
『
心
機
炒
変
』
－
」
（
「
文
学
」

一
九
九
一
年
、
七
月
）
で
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
警
「
『
内
部
生
命
』
に
お
け
る
世
界
像
の
変
質
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
一
九
六
八

年
八
、
九
月
）

26　25　24

『
漢
学
不
可
廃
論
』

『
聖
古
』
二
九
八
二
年
、
日
本
聖
容
協
会
、
三
六
〇
頁
）

隅
谷
三
富
男
『
近
代
日
本
の
形
成
と
キ
リ
ス
ト
教
』
二
九
六
一
年
三
月
、
新

教
出
版
社
、
十
八
頁
）

（
竺
杉
尾
宏
「
立
身
出
世
主
義
の
精
神
構
造
」
（
井
上
久
雄
編
『
明
治
維
新
教
育
史
』
、

一
九
八
四
年
五
月
、
吉
川
弘
文
館
、
八
十
頁
）
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
摘
が
あ

る
。
一
、
i
n
d
i
く
i
d
u
巴
を
支
え
る
s
e
〓
I
h
e
－
p
を
、
敬
字
は
「
修
身
」
の
レ
ベ

ル
で
理
解
し
、
そ
れ
を
「
国
ノ
富
強
」
＝
「
一
国
独
立
」
の
た
め
の
「
自
主
ノ

志
向
」
と
把
捉
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
個
人
の
成
長
・
発
達
＝
人
格
化

を
意
味
す
る
の
ス
マ
イ
ル
ズ
の
w
i
s
d
O
m
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
二
、
敬
字
は
i
n
d
u
s
t
q
を
「
学
問
」
に
お
け
る
勉
強
と
「
職
事
」
　
に
お

け
る
勉
強
と
に
分
け
て
理
解
し
て
い
た
た
め
、
前
者
の
「
博
学
衆
二
超
エ
ソ
」

と
す
る
立
身
出
世
の
エ
リ
ー
ト
教
育
と
、
後
者
の
「
誠
」
と
い
う
伝
統
的
支
配

秩
序
を
重
ん
じ
る
教
育
と
に
分
裂
さ
せ
て
し
ま
う
結
果
に
な
っ
た
。

（
空
、
（
翌
と
同
論
文
。
引
用
は
、
日
本
文
学
研
究
資
料
費
雷
『
北
村
透
谷
』
二

九
七
二
年
一
月
、
有
精
堂
、
一
八
六
頁
）
か
ら
お
こ
な
っ
た
。

（
乃
）
酒
本
雅
之
「
エ
マ
ソ
ソ
の
現
代
的
意
味
－
一
つ
の
試
論
－
」
（
『
エ
マ
ソ
ソ
選
集
』

的
五
巻
所
収
の
「
エ
マ
ソ
ソ
の
ノ
ー
ト
」
五
、
八
頁
）
参
照

（
翌
、
（
6
）
と
同
書
、
一
三
六
～
一
三
七
頁

（
聖
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
エ
マ
ソ
ソ
は
実
用
芸
術
と
純
粋
芸
術
と
の
問
題
を
片

付
け
て
し
ま
入
ノ
。

実
用
芸
術
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が
実
用
に
役
立
つ
限
り
、
作
品
は
、
厳
密
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に
「
自
然
」
　
の
法
則
に
従
い
、
「
自
然
」
　
の
一
種
の
延
長
と
な
り
、
決
し
て

矛
盾
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
が
、
美
を
目
的
と
す
る
純
粋
芸
術
に
お
い

て
も
、
す
べ
て
の
部
分
が
、
「
理
想
的
自
然
」
　
に
従
う
も
の
と
さ
れ
、
個
別

的
な
も
の
は
す
べ
て
取
り
除
か
れ
て
、
普
遍
的
魂
の
所
産
と
さ
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
（
『
芸
術
』
〔
A
r
ニ
n
 
S
O
C
i
e
t
y
 
a
n
d
 
S
0
－
i
t
u
d
e
．
－
S
O
〕

『
エ
マ
ソ
ソ
選
集
』
第
五
巻
、
九
九
頁
）

（
竺
こ
の
点
を
、
笹
淵
氏
は
逆
に
透
谷
の
（
観
念
性
と
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
）
と
し
て
否

定
的
に
評
価
し
て
い
る
（
『
「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代
』
、
二
〇
四
頁
）
。

（
3
3
）
篠
原
資
明
氏
に
よ
れ
ば
、
「
崇
高
」
は
（
不
協
和
な
協
和
と
い
う
、
暴
力
的
な
差

異
を
学
ん
だ
交
通
様
態
）
と
し
て
整
理
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
透
谷
に
お
け
る
自
己

革
新
・
超
越
の
可
能
性
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
『
ト
ラ
ソ
ス
エ
ス
テ
テ
ィ
ー

ク
』
、
一
九
九
二
年
四
月
、
岩
波
容
店
、
百
十
頁
）

（
封
）
、
（
6
）
　
と
同
書
、
七
九
頁

（
盟
）
同
右
香
、
八
十
頁

（
罰
）
　
『
北
村
透
谷
研
究
第
三
』
二
九
八
二
年
一
月
、
有
精
堂
、
一
九
四
頁
）

（
3
7
）
こ
の
論
理
は
、
『
法
華
経
』
の
「
一
乗
妙
法
」
を
中
核
に
据
え
た
天
台
教
学
の
性

具
説
を
想
わ
せ
る
。
具
体
的
普
遍
を
重
視
し
た
天
台
智
餌
は
、
無
限
・
絶
対
の
普

遍
的
真
理
（
一
乗
妙
法
）
は
具
体
的
現
実
に
即
し
て
（
性
具
）
存
在
す
る
と
主
張

し
た
。
（
田
村
芳
朗
『
仏
教
の
思
想
』
第
三
巻
〔
一
九
七
〇
年
一
月
、
角
川
容
店
、

二
八
頁
〕
参
照
）

（
翌
百
川
敬
仁
『
内
な
る
宣
長
』
二
九
八
七
年
六
月
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
四
一

～
一
四
二
頁
）
参
照

（
3
9
）
　
T
・
W
・
ア
ド
ル
ノ
『
美
の
理
論
』
（
T
h
e
O
d
O
r
 
W
．
A
d
O
r
n
O
目
許
t
h
e
t
i
s
c
h
e

T
h
e
O
r
i
e
．
G
e
s
a
m
m
e
冨
S
c
h
r
i
f
t
e
n
 
B
d
．
可
．
S
u
h
r
k
P
m
p
L
S
O
）
（
大

久
保
健
治
訳
、
一
九
八
五
年
一
月
、
河
出
書
房
新
社
、
三
三
八
頁
）

（
4
0
）
　
同
右
苗
、
三
三
六
頁

（
4
1
）
　
同
右
容
、
三
三
九
頁

（
4
2
）
同
右

（
4
3
）
同
右
雷
、
三
三
七
頁

（
4
4
）
　
同
右
苗
、
三
三
八
頁

（
竺
B
・
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
『
想
像
の
共
同
体
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
と
流
行
』

（

B

e

n

e

d

i

c

t

 

A

n

d

e

r

s

O

n

‥

－

m

a

g

i

n

e

d

 

C

O

m

m

u

n

i

t

i

e

s

 

R

e

n

e

c

t

i

O

n

S

 

O

n

t
h
e
 
O
r
i
軋
n
 
P
ロ
d
 
S
p
r
e
a
d
 
O
f
N
a
已
O
n
a
－
i
s
m
．
－
岩
山
，
く
e
。
∽
O
 
E
d
i
t
i
O
n
S
，

a
n
d
 
N
L
B
 
G
G
r
e
e
k
 
S
t
r
e
e
t
．
L
O
n
d
O
n
 
W
こ
（
白
石
隆
・
白
石
さ
や
訳
、

一
九
八
七
年
十
二
月
、
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
）
参
照

（
竺
　
「
自
由
民
権
お
よ
び
自
然
法
思
想
か
ら
み
た
国
家
と
倫
理
」
（
『
近
代
日
本
に
お

け
る
国
家
と
倫
理
』
〔
「
日
本
倫
理
学
会
論
集
」
第
二
二
巻
）
所
収
、
慶
応
通
信

株
式
会
社
、
一
九
八
七
年
十
二
月
、
五
三
～
八
五
頁
）
参
照

1
お
に
し
・
や
す
み
つ
、
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
1
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